





Snow controls to reduce snow drifts at Syowa Station
Kenji Ishizawa1＊
（2013 年 11 月 19 日受付；2013 年 12 月 19 日受理）
　Abstract:　Snow controls were employed to reduce snow drifts around buildings and a 
main road during the period of the 53rd Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-
53) wintering party at Syowa Station.
　Snow and ice that accumulated under the elevated areaway of a sewage treatment 
building were removed and a blower fence was erected.　Wind passages under high-
ﬂoored buildings were maintained by cutting openings through snow drifts that developed 
on the leeward side of the buildings.　Empty drums were useful as wind ducts to prevent 
snow drifts from accumulating in front of doors of small huts.　Snow removed from along 
a main road was relocated on the leeward side of the road to prevent the subsequent 
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53昭和基地におけるスノウドリフト軽減のために実施した雪対策
1．　は じ め に





































51 次隊で着工した自然エネルギー棟の車両整備室が第 53 次隊から使えるようになり，作業
図 1　昭和基地中心部の建物配置と汚水処理棟
Fig. 1.  Building conﬁguration of central part of Syowa Station and a sewage treatment building.
図 2　汚水処理棟風下側のケーブルラック














5 は，汚水処理棟と高架通路 2 の現在と建設前の比較である．現状配置ではスノウドリフト
のピークが 8 cm なのに対し，汚水処理棟と高架通路 2 がないときは 1.5 cm と低く，ドリフ
ト量もはるかに少ない．しかもピークは建物の後方に離れて発達する．また，図 6 は管理棟
図 3　昭和基地中心部とスノウドリフト発生の著しい範囲（高橋，2006）





























Fig. 4.  Central part of Syowa Station and the area with well-developed snow drifts by Takahashi (2006).
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図 5　汚水処理棟と高架通路 2 を取り除いたと想定した風洞実験結果（高橋，2006）
上図は現在の建物配置．
Fig. 5.  Result of wind tunnel test (not considering the sewage treatment building and the No. 2 elevated areaway) 
by Takahashi (2006).  Upper ﬁgure : the current layout of the buildings.
図 6　高架通路 1 を取り除いたと想定した風洞実験結果（高橋，2006）
上図は現在の建物配置．
Fig. 6.  Result of wind tunnel test (not considering the No. 1 elevated areaway) by Takahashi (2006).
Upper ﬁgure : the current layout of the buildings.
58 石沢賢二
図 7　倉庫棟屋根の除雪 . 汚水処理棟は雪に埋没（2008 年 11 月 17 日， 金子宗一郎氏撮影）
Fig. 7.  Snow removal from the roof of the store building. The sewage treatment building was buried by snow 
(17 Nov. 2008, photograph by S. Kaneko).
図 8　高架通路 2 下部の除雪前の状況（2012 年 1 月 7 日）
Fig. 8.  Snow drift under the No. 2 elevated areaway before snow removal (7 Jan. 2012).
図 9　人力による高架通路 2 下部のスノウドリフト排除（2012 年 3 月 12 日）
Fig. 9.  Manual removal of snow drift from under the No. 2 elevated areaway (12 Mar. 2012).
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動ブレーカとつるはしで行った．作業は，2012 年 3 月 15 日まで約 20 人日を要した（図 9，
図 10 参照）．
2.4.　吹き払い柵の設置とその効果
　Schaerer（1972）は，図 11 のような Blower Fence（吹き払い柵）を設置することにより，
一部のエリアを無雪帯にすることができるとしている．これを参考に，長年累積した氷を除
去した後，吹き払い柵を設置し，高架通路 2 の下部を雪粒子が高速で風下側に抜けるように
した．単管パイプで簡単な骨組みを作り，コントロールパネルを番線で留めて長さ約 5 m の
柵とした．コントロールパネルは，風下側に水平から約 20°の傾斜を持たせた（図 12）．
　第 53 次隊の越冬中に襲来したブリザードは，表 1 の通りである（国立極地研究所，2014）．
吹き払い柵を設置した後の 3 月 25 日から 26 日にかけて，通番 2 の B 級ブリザード（最大
風速 19.4 m/s, 最大瞬間風速 22.3 m/s, 継続時間 19 時間 52 分）が襲来した．このときは吹き
払い柵の効果が現れて，高架通路 2 の下部に雪は付着しなかった（図 13）．その風下側には
予想通り，大量のスノウドリフトが発生した．高架通路 2 より風下側に溜まった雪は，パワー
ショベルやホイールローダなどの重機で除雪できるので労力的にはそれほど困難ではない．
第 53 次隊では，4 回の A 級ブリザードが襲来した．最初のブリザード（通番 18）は，8 月 2
日から 4 日にかけて 38 時間 12 分継続し，最大風速 35.5 m/s, 最大瞬間風速 42.1 m/s を記録
した．通路下部の閉塞はかろうじて免れたが，汚水処理棟の屋根の一部には約 50 cm の積雪
があった（図 14）．また，吹き払い柵の風上側にも雪が付着した（図 15）．高架通路 2 下部
が完全に閉塞したのは 1 度だけで，9 月 24 日から 26 日にかけて 38 時間 32 分継続した A 級
ブリザード（通番 24）のときだった．このブリザードでは，最大風速 41.7 m/s, 最大瞬間風
速 50.5 m/s を記録した．図 16 は，このブリザードが終息した後の様子である．
図 10　高架通路 2 下部の貫通部（2012 年 3 月 13 日）









Fig. 11.  Frame format of the blower fence (added to Schaerer (1972)).
図 12　吹き払い柵の設置（2012 年 3 月 17 日）






















































図 13　通番 2 ブリザード後の高架通路 2 下部のスノウドリフト（2012 年 3 月 27 日）
Fig. 13.  Snow drift under the No. 2 elevated areaway after the No. 2 blizzard (27 Mar. 2012).
図 14　通番 18 ブリザード後の除雪（2012 年 8 月 6 日）
Fig. 14.  Snow removal after the No. 18 blizzard (6 Aug. 2012).
図 15　通番 18 ブリザード後の高架通路 2 下部風上側のスノウドリフト（2012 年 8 月 6 日）





図 16　通番 24 ブリザード後の高架通路 2 下部風下側のスノウドリフト（2012 年 9 月 27 日）
Fig. 16.  Snow drift under the lower part of the No. 2 elevated areaway after the No. 24 blizzard (27 Sep. 2012).
図 17　清浄大気観測小屋の位置と建物図面











図 18　屋根までスノウドリフトが発達した清浄大気観測小屋（2008 年 9 月 10 日，牛尾収輝氏撮影）
Fig. 18.  Snow drift developed up to the level of the roof of the clean air observation hut (10 Sep. 2008, 
photograph by S. Ushio).
図 19　風下のスノウドリフトが外壁に迫った清浄大気観測小屋（2012 年 3 月 11 日）










　また，同様の溝とフェンスは，2011 年に第 52 次隊が建設した大型大気レーダー小屋でも
図 20　通番 24 ブリザード後の清浄大気小屋風下側の空間（2012 年 9 月 27 日）
Fig. 20.  Open space on the leeward side of the clean air observation hut after the No. 24 blizzard (27 Sep. 2012).
図 21　デフレクターフェンスによるスノウコントロール（Schaerer（1972）に加筆）






Fig. 22.  Location and building drawing of an atmospheric radar observation hut.
図 23　通番 24 ブリザード後の大型大気レーダー小屋風下側の空間（2012 年 9 月 27 日）














図 24　基地燃料ポンプ小屋入り口付近に設置した導風ダクトと吹き払い柵（2012 年 3 月 11 日）
Fig. 24.  Wind duct and blower fence installed in front of an entrance to an oil pump hut in central Syowa Station 
(11 Mar. 2012).
図 25　第 52 次越冬隊がプロパンボンベ庫入り口に設置した導風ダクト（加藤，2011）

















Fig. 26.  Snow removal plan for main roads.
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Fig. 27.  Relocated snow on the leeward side of a main road.
図 28　スノウドリフト抑制を考慮した自然エネルギー棟






する壁や屋根に流線型の構造体を取り付けるなどである．2013 年に第 54 次隊によって完成
した自然エネルギー棟の壁の傾斜と屋根形状は，まさしくスノウドリフト防止を狙ったもの
である（図 28）．また，高床式建物の主風向に面した床パネルの下面に流線型の構造体を取
り付け，風の乱流を防ぐ工夫などもある（Delpech et al., 1998）．
これら 1），2）の方策により，越冬中の多大な除雪労働を軽減することが可能である．
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